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⻄新井⼩学校が
目指したかった
防災教育とは︖



卒業後も地域の一員としての自覚をもち
災害時に積極的に役割を果たそうとする気持ちをもった児童

その
ために

１ 児童が学習活動の主体となって活躍する防災教育

２ 児童の学びが無駄にならないよう、保護者も参加

３ 防災で地域と家庭と児童をつなぐ⻄新井⼩学校に

西新井小「防災教育2.0」チャレンジ



今年度の取り組み ふり返ってみたよ！
それにしても
今年一年

色んな取り組みを
したなあ～。

１ 西新井小サポータークラブ結成
２ 学校公開日に自治会防災訓練⇒児童参加
３ 夏休み親子防災キャンプ
４ 西新井小防災DAY

～児童・保護者一斉避難行動訓練
５ 防災給食
６ 防災学習発表会（２・４・６年）
７ 台湾公立小学校とのオンライン防災学習
８ 福祉×防災×プログラミング＝？



⻄新井⼩
サポータークラブ結成
• ・保護者有志による組織
• ・学校⾏事のサポート
• ・防災活動の運営サポート
• ・夏休み親子防災キャンプの主催



学校公開日（６月８日土曜日）に自治会防災訓練
本校児童参加（２年⽣・５年⽣）＆保護者⾒学



夏休み
親子防災キャンプ
• ８月２４日（土）〜８月２５日（日）実施

• ⻄新井⼩サポータークラブ主催

• 参加者は、体育館や教室に避難スペースを設営

• 参加者は「日帰りコース」と「宿泊体験コース」のいずれかを選択



非常食を使った
食事体験

• アルファ米（区から提供）
• ⻑期保存パン



停電時を想定した
夜間校内散歩



⻄新井⼩
防災DAY

児童・保護者⼀⻫避難⾏動訓練

１０月５日（土）











保護者向け講演会
防災ネットワークプラン

井上 浩一 先⽣



防災DAY関連⾏事
〜防災給食〜



防災学習発表会
２・４・６年

• １２月１３日（⾦）・１４日（土）実施

・各教室等を会場に、保護者や地域住⺠を招いてポスターセッション形式
で実施

・５⼈程度の学習グループを編成し、テーマ別の発表を⾏う



２年⽣ 家庭や学校にある
災害対策を⾒つけて発表



４年⽣
火災・水害
地震災害

調べ学習をもとに
番組制作



６年⽣ グループでテーマ設定
１A「学校生活で地震が起きたとき、どのような行動をするか」
１B「公共交通機関を利用しているときの防災」
１C「異常気象が悪化したときに命を守るためには」
１D「災害によって身動きが取れない時の対処法」
１E「海外で災害にあったら、どのような対応をするか」
２A「１ヶ月以上の避難所生活の上手な過ごし方」
２B「西新井が少しでも水没しないですむためには」
２C「水害が起きた時にとる行動と課題」
２D「災害リスクの高い建物をどうすべきか」
２E「災害のときの外国人・障がい者の避難」
３A「地震でだれかを助けるためには」
３B「災害時、立場によって違う避難の工夫」
３C「水害『後』の課題と危険性」
３D「旅行中に地震が起きたら」
３E「親がいないとき、子供だけでどう避難するか」



ご協⼒
いただいた
団体等

・⾜⽴区役所災害対策課

・⾜⽴区環境政策課

・興野北町会

・⻄新井⼩学校避難所運営組織

・⻄新井消防署・消防団

・防災ネットワークプラン 井上 浩⼀ 先生

・（⼀社）福祉防災コミュニティ協会

・東武鉄道

・セーブ・ザ・チルドレン

・避難所・避難生活学会

・東京都総務局総合防災部防災管理課

・外国⼈在留総合インフォメーションセンター



台湾台中市豊原区
葫蘆墩國⼩交流

防災巻を活用した地震対策
１月１７日（⾦）実施



防災巻台湾版を作成



事前に授業準備を共有
〜写真は台湾側の打ち合わせ〜



オンラインで日本と台湾が
同時に学習に取り組む



活動を通して得た気づきを
日台の児童で共有



福祉×防災×プログラミング
＝︖

防災に役⽴つシステムを
プログラミングで考えよう



防災学習を通して⽣まれたご縁がきっかけで…
〜福祉防災コミュニティ協会様の出前授業〜



福祉×防災の観点から
役⽴つシステムを考えよう



僕たちが作った装置は
お年よりが動けなくなった時に
ボタンをおすと
助けを呼ぶセンサーです。



この装置による効果は・・・・・

A ボタンをおすと
ＳoＳとランプが光る︕

Ｂボタンをおすと⾳が鳴る︕
→発⾒した⼈が助けに来てくれる︕





たくさん「チャレンジ」した２０２４年度…
その成果と課題

【成果】
・学習発表、⾏動訓練、対外交流、制作活動…児童が「発信」する場面UP

⇒児童が主体的・意欲的に防災学習に取り組む姿が多く⾒られた。
・保護者の参加機会を多く設定

⇒学校で⾏っている防災教育に対する関⼼UP、地域自治会との接点が生まれる
・学校の教育活動の様々な場面に「防災」の視点をちりばめた

⇒本校のカリキュラムの「柱」として防災を設定できる可能性を⾒た。
次年度以降、継続する活動も残すことができた。



たくさん「チャレンジ」した２０２４年度…
その成果と課題

【課題】
・年間を通して、防災に対する児童の変容を⾒取る⼿段の確⽴

⇒定期的なアンケート調査等の必要性
・保護者を防災教育に連れてくることはできた。その先は…

⇒地域・保護者・児童が⼀体となった防災⾏事の設定
・児童が学んだことや考えたことを広く対外に発信する機会の設定

⇒本校の強みであるICTを生かして、オンライン交流の拡⼤
⾜⽴区との連携をさらに深めることで

「児童によるさらに踏み込んだアクション」を生む。



今年度活動の機会を与えてくださった
防災教育チャレンジプランの皆様に

感謝します。

ご清聴ありがとうございました。

今年で終わりじゃないからね～。
東京という地域の特性を生かして
さらに防災教育を進めていきます！

これからもヨロシクね！


